
為替週間展望＝ドル円はレンジ内での推移か

　　　　　　　　　　［５月１５日からの１週間の展望］

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

　　　週間高低（カッコ内は日）　　　　　　    5 月 8 日～ 5 月 12 日

　　　　　　　始　値　　高　値　　  　安　値　     終　値　 前週比

ドル・円　　  134.82   135.47(10)    133.75(11)    134.71   -0.09

ユーロ・ドル  1.1024   1.1054( 8)    1.0900(11)    1.0931   -0.0088

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

国内株・金利／米国株・金利

                   終　値　　前週末比　　　　 　　　　   　 終　値　 前週末比

日経平均株価    29,388.30     +230.35     日本10年債利回り   0.391   -0.030

ダウ平均株価    33,309.51     -364.87     米10年債利回り     3.384   -0.053

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

＜来週の主要経済統計等＞

１５日　スイス４月生産者・輸入価格

　　　　ユーロ圏３月鉱工業生産指数

　　　　カナダ３月卸売売上高

　　　　米５月ＮＹ連銀製造業景気指数

　　　　米３月対米証券投資

１６日　中国４月鉱工業生産指数、中国４月小売売上高

　　　　英４月雇用統計

　　　　独５月ＺＥＷ景況感指数

　　　　ユーロ圏第１四半期ＧＤＰ改定値、ユーロ圏３月貿易収支

　　　　カナダ４月消費者物価指数、カナダ３月製造業出荷

　　　　米４月小売売上高

　　　　米４月鉱工業生産・設備稼働率

１７日　日本第１四半期ＧＤＰ１次速報

　　　　日本３月鉱工業生産指数確報値

　　　　ユーロ圏４月消費者物価指数確報値

　　　　米４月住宅着工・許可件数

１８日　ＮＺ第１四半期生産者物価指数

　　　　日本４月貿易収支

　　　　豪４月雇用統計

　　　　米新規失業保険申請件数、米５月フィラデルフィア連銀景況指数

　　　　米４月中古住宅販売件数、米４月景気先行指数

１９日　ＮＺ４月貿易収支

　　　　日本４月消費者物価指数

　　　　独４月生産者物価指数

　　　　カナダ３月小売売上高

　　　　主要７カ国（Ｇ７）首脳会議（広島サミット）開幕（２１日まで）

　　　　パウエルＦＲＢ議長 討論会参加

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

【前回のレビュー】ドル円はＦＯＭＣ、米経済指標の動向、米地銀の経営不安などに左

右されて、上下に振幅しやすい展開となりそう。日銀は大規模緩和策の継続の意向を示

しており、ドル円の下値を支えるとみられ、底堅い動きを見せつつ、もみ合いながら上

値を追う展開になるとした。

　　　　

【米物価指標の発表通貨】

　１０日に発表された４月の米消費者物価指数は、前年比は総合が＋４．９％となり、

事前予想（＋５．０％）や前回（＋５．０％）を下回った。これで１０か月連続での昇
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ペースの鈍化となる。コア前年比は＋５．５％となり、事前予想（＋５．５％）と同水

準となり、前回（＋５．６％）を下回った。コアの水準は依然として高止まりしてい

る。

　　

　４月の米消費者物価指数のうち、エネルギーは前年比－５．１％と低下を見せたもの

の、食品は＋７．７％と上昇傾向にある。なお、米連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）が重

視しているとされる住宅関連を除くコアサービス価格（スーパーコア指数）は前月比＋

０．１％となり、前回の＋０．４％から低下を見せた。米消費者物価指数を受けてドル

売りの動きが広がり、ドル円は東京市場序盤に１３３円台後半まで下落した。

　　

　１１日発表の４月の米生産者物価指数は、前年比＋２．３％となり、事前予想（＋

２．６％）や前回（＋２．７％）を下回った。コア前年比は＋３．２％となり、こちら

も事前予想（＋３．３％）や前回（＋３．４％）を下回った。前日の米消費者物価指数

で物価上昇ペースが鈍化した後にドル売りとなっており、この日も米生産者物価指数の

下振れがドル売りにつながった。ドル円は１３３円台後半まで再び下落したが、売り一

巡後は１３４円台半ばまで戻りを見せた。

　　

　１０日の米消費者物価指数で、総合の前年比での伸びが１０か月連続で減速している

ことやスーパーコア指数の鈍化、１１日の米生産者物価指数の下振れなどから、６月の

米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）では利上げ停止に動くとの見方が広がっている。

　　

　ＣＭＥ　ＦＥＤウォッチによると、６月のＦＯＭＣでは政策金利据え置きの確率が９

２％前後まで上昇している。なお、７月のＦＯＭＣでは、０．２５％の利下げの確率が

４６％前後、据え置きの確率が５０％前後となっている。現在の米消費者物価指数のコ

ア前年比の高止まりの状況からすると、７月に利下げに動くとの見方はちょっと先走り

過ぎているとみられる。

　　

　６月のＦＯＭＣでは政策金利据え置きとの見方が広がる中、ドルは売りに押されやす

い展開が続くとみられる。ただ、ＦＲＢによる利上げが続いてきた割には、米国経済は

堅調な動きを見せており、利上げ停止が視野に入ってきたものの、ドル売り一辺倒とは

なりにくい。米４月小売売上高などの一連の米経済指標が堅調ならドル買いに傾く局面

も見られそうだ。こうした中、ドル円はレンジ内での推移になるとみられる。ドル円の

目先の予想レンジは、１３２．００～１３６．００円。

　　

　今後の日米の経済指標やイベントとしては、１５日に米５月ＮＹ連銀製造業景気指

数、米３月対米証券投資、１６日に米４月小売売上高、米４月鉱工業生産・設備稼働

率、１７日に日本第１四半期ＧＤＰ１次速報、日本３月鉱工業生産指数確報値、米４月

住宅着工・許可件数、１８日に日本４月貿易収支、米新規失業保険申請件数、米５月フ

ィラデルフィア連銀景況指数、米４月中古住宅販売件数、米４月景気先行指数、１９日

に日本４月消費者物価指数などがある。

　　

【ユーロドルは修正安局面か】

　ユーロドルは４日につけた１．１０９１近辺の高値から下落傾向にある。その後、ド

ルが堅調に推移したことや、１．１０超での上値の重さなどから下落基調で推移してい

る。戻しては売りに押される展開で１．０９００ドル近辺まで値位置を下げている。

　　

　ユーロ圏でのインフレ率の高止まりもあり、欧州中央銀行（ＥＣＢ）による利上げ姿

勢は継続するとみられる。ただ、１．１０台乗せの後は上値を伸ばせずに足踏みしたこ

ともあり、目先は修正安局面に転じることとなりそうだ。ユーロドルの目先の予想レン

ジは、１．０７５０～１．１０００ドル。

　　

　日米以外の今後の経済指標やイベントは、１５日にスイス４月生産者・輸入価格、ユ

ーロ圏３月鉱工業生産指数、カナダ３月卸売売上高、１６日に中国４月鉱工業生産指

数、中国４月小売売上高、英４月雇用統計、独５月ＺＥＷ景況感指数、ユーロ圏第１四

半期ＧＤＰ改定値、ユーロ圏３月貿易収支、カナダ４月消費者物価指数、カナダ３月製

造業出荷、１７日にユーロ圏４月消費者物価指数確報値、米４月住宅着工・許可件数、

１８日にＮＺ第１四半期生産者物価指数、豪４月雇用統計、１９日にＮＺ４月貿易収

支、独４月生産者物価指数、カナダ３月小売売上高などがある。
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